
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開

業
を
契
機
と
し
た
山
梨
県
の

地
域
づ
く
り
を
考
え
る
講
演

会
が
、
こ
の
ほ
ど
開
か
れ
た

リ
ニ
ア
建
設
促
進
県
期
成
同

盟
会
の
総
会
後
に
開
か
れ

た
。
講
演
し
た
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
の
加
藤
義
人
氏
は
、
地

域
づ
く
り
の
視
点
と
し
て
①
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入
札
ネ
ッ
ト
の
無
料
体
験  

受
付
中

上
野
原
市
の
防
災
交
流
拠
点
整
備

　
　
　

官
民
連
携
の
資
料
を
掲
載
し
ま
し
た

県
は
、
管
理
道
路
の
路
面

陥
没
状
況
を
確
認
す
る
た
め

緊
急
点
検
を
５
月
20
日
か
ら

23
日
ま
で
実
施
し
た
。
そ
の

国
土
交
通
省
は
、
先
導
的
な
官
民
連
携
事
業
で
２
０

１
５
年
度
の
調
査
費
助
成
事
業
の
結
果
を
ま
と
め
た
。

山
梨
県
で
は
上
野
原
市
が
実
施
し
た
「
広
域
防
災
・
交

流
拠
点
整
備
」
に
補
助
。
補
助
を
受
け
て
市
で
は
事
業

者
へ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
市
場
調
査
）

を
行
い
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
提
案
を
受
け
た
。
市
で

は
今
後
、
住
民
の
合
意
形
成
、「
道
の
駅
」
整
備
へ
の

調
整
な
ど
を
行
い
、
17
年
度
に
は
旧
平
和
中
学
校
の
活

用
事
業
者
を
募
集
す
る
予
定
。

国
土
交
通
省
が
ま
と
め
た

２
０
１
６
年
３
月
末
時
点
の

建
設
業
許
可
業
者
数
調
査
に

よ
る
と
、
山
梨
県
の
許
可
業

者
数
は
３
５
５
５
者
で
、
15

年
３
月
末
と
比
べ
る
と
31
者

減
（
０
・
９
％
減
）
と
な
っ

た
。山

梨
県
内
の
許
可
業
者
数

は
減
少
傾
向
が
続
き
、
３
５

５
５
者
は
、
ピ
ー
ク
時
の
05

年
３
月
末
の
４
２
８
０
者
と

比
べ
る
と
16
・
９
％
減
。

金
丸
一
元
南
ア
ル
プ
ス
市

長
は
23
日
の
記
者
会
見
で
、

本
年
度
か
ら
２
０
１
８
年
度

ま
で
の
３
カ
年
を
集
中
取
組

期
間
と
す
る
各
支
所
の
再
配

置
方
針
を
示
し
た
。

市
で
は
、
来
月
17
日
ま
で

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
（
案
）」
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
は
、
同
計
画
と
公
共
施

設
再
配
置
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
公
共
施
設
の
再

配
置
を
推
進
す
る
。

各
支
所
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
近
隣
の
施
設
の
機
能
な

リニア活かすまちづくり 駅
と
Ｉ
Ｃ
直
結
で

商
業
・
集
客
施
設
可
能
に

三菱ＵＦＪリサーチ＆
　　　　　コンサルティング

加藤義人氏が私見
甲
府
市
郊
外
に
整
備
さ
れ
る

リ
ニ
ア
駅
と
中
央
道
Ｉ
Ｃ
が

直
結
す
る
利
点
を
活
か
し
た

商
業
・
集
客
施
設
が
駅
周
辺

に
立
地
す
る
条
件
が
整
う
②

都
心
直
結
と
な
る
の
で
定
住

や
企
業
立
地
が
可
能
―
と
私

見
を
紹
介
。

産
業
立
地
に
つ
い
て
は
、

製
造
業
の
研
究
開
発
や
企
画

設
計
部
門
が
立
地
す
る
際
に

高
速
道
路
Ｉ
Ｃ
と
新
幹
線
駅

の
両
方
を
重
視
し
て
選
択
し

て
い
る
こ
と
が
過
去
の
調
査

で
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、

リ
ニ
ア
山
梨
県
駅
は
そ
の
条

件
を
備
え
て
い
る
た
め
、
立

地
可
能
性
が
高
い
の
で
は
と

指
摘
し
た
。

ま
た
、
超
高
速
の
リ
ニ
ア

で
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
の

３
大
都
市
圏
が
結
ば
れ
、
羽

田
空
港
や
中
部
国
際
空
港
セ

ン
ト
レ
ア
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

も
大
幅
に
向
上
す
る
た
め
、

研
修
や
合
宿
な
ど
の
立
地
も

可
能
と
指
摘
し
た
。さ
ら
に
、

リ
ニ
ア
と
富
士
山
を
リ
ン
ク

さ
せ
た
観
光
の
組
み
立
て
が

考
え
ら
れ
る
と
し
た
。

加
藤
氏
に
よ
る
と
、現
在
、

品
川
か
ら
鉄
道
か
道
路
を

使
っ
て
２
時
間
で
到
達
で
き

る
エ
リ
ア
は
首
都
圏
や
名
古

屋
な
ど
で
、
そ
の
中
に
含
ま

れ
る
人
口
は
約
４
１
０
０
万

人
。
国
内
に
お
け
る
２
時
間

到
達
エ
リ
ア
人
口
と
し
て
は

国
内
最
大
で
あ
る
。

し
か
し
、
リ
ニ
ア
の
品
川

〜
名
古
屋
間
が
開
通
す
る

と
、
名
古
屋
起
点
の
２
時
間

到
達
エ
リ
ア
の
人
口
は
約
５

９
０
０
万
人
と
な
り
、
品
川

起
点
を
大
き
く
上
回
る
。

国
内
の
２
時
間
圏
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
最
大
は
現
在
は
東

京
だ
が
、
リ
ニ
ア
に
よ
っ
て

名
古
屋
に
移
る
こ
と
に
な

り
、
日
本
の
国
土
構
造
や

マ
ー
ケ
ッ
ト
構
造
を
大
き
く

変
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
指

摘
し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
全

体
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
東
京
一
極
集
中
の
是

正
、
均
衡
あ
る
国
土
づ
く
り

に
も
寄
与
す
る
の
で
は
と
指

摘
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
は
東

海
道
ベ
ル
ト
地
帯
に
さ
ま
ざ

ま
な
機
能
が
集
積
し
て
き
た

が
、
リ
ニ
ア
に
よ
る
時
間
短

縮
が
圧
倒
的
で
あ
る
た
め
、

開
業
後
は
沿
線
エ
リ
ア
に
こ

れ
か
ら
は
機
能
が
集
ま
っ
て

く
る
の
で
は
と
予
想
。
そ
の

中
に
は
山
梨
県
も
含
ま
れ
て

お
り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た

地
域
づ
く
り
が
重
要
に
な
る

と
強
調
し
た
。

官
民
連
携  

道
の
駅
な
ど
計
画

マ
ー
ケ
ッ
ト　
　

が
成
果

上野原市の
拠 点 整 備

合意形成進め活用事業者募集へ
上
野
原
市
で
は
、
市
中
部

の
丘
陵
地
域
に
整
備
さ
れ
る

談
合
坂
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
に
隣

接
し
た
地
域
に
、
防
災
拠
点

型
の
「
道
の
駅
」
を
中
心
に

広
域
防
災
・
交
流
拠
点
の
整

備
を
計
画
。
地
域
の
活
性
化

に
寄
与
し
て
防
災
・
交
流
拠

点
性
を
高
め
る
施
設
の
整
備

を
検
討
し
て
い
る
。

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
積

極
的
な
官
民
連
携
手
法
を
活

用
し
よ
う
と
、
国
交
省
の
助

成
を
受
け
て
、
事
業
の
初
期

段
階
か
ら
民
間
の
力
を
活
用

す
る
た
め
公
募
型
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

実
施
。
整
備
予
定
地
に
求
め

ら
れ
る
機
能
を
整
理
し
、
事

業
内
容
や
整
備
手
法
な
ど
を

募
っ
た
。

そ
の
結
果
、
市
内
外
の
６

事
業
者
か
ら
提
案
や
意
見
が

寄
せ
ら
れ
た
。
開
発
形
態
に

つ
い
て
は
、「
自
然
環
境
保

全
型
」（
拠
点
整
備
予
定
地

の
景
観
自
然
地
形
を
活
か

す
）と「
大
規
模
開
発
型
」（
谷

部
に
土
砂
搬
入
し
平
場
を
設

け
施
設
を
整
備
）
な
ど
が
提

案
さ
れ
た
。

ま
た
、
収
益
性
が
あ
る
事

業
と
の
一
体
的
な
事
業
化
に

よ
り
、
適
切
な
官
民
の
リ
ス

ク
分
担
が
可
能
で
、
今
後
も

継
続
的
に
民
間
事
業
者
の
意

見
を
採
り
入
れ
な
が
ら
事
業

手
法
を
検
討
す
る
こ
と
が
有

効
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。

今
後
、
本
年
度
に
は
、
検

討
し
た
導
入
施
設
に
つ
い
て

地
元
代
表
者
に
よ
る
協
議
懇

談
会
に
よ
る
意
見
聴
取
な
ど

を
行
い
合
意
形
成
を
図
る
。

ま
た
、「
道
の
駅
」
整
備
に

向
け
て
道
路
管
理
者
な
ど
の

調
整
を
進
め
る
。

17
年
度
は
、
合
意
形
成
を

経
て
廃
校
と
な
っ
て
い
る
旧

平
和
中
学
校
を
活
用
す
る
事

業
者
を
募
集
す
る
予
定
。

支
所
の
再
配
置
推
進

18
年
度
ま
で
集
中
的
に

ど
を
含
め
更
新
や
統
廃
合
、

長
寿
命
化
な
ど
を
図
り
な
が

ら
再
配
置
を
行
う
と
し
た
。

重
点
事
業
に
つ
い
て
は
、

建
設
関
係
で
は
、
庁
舎
整
備

事
業
で
基
本
計
画
や
基
本
設

計
な
ど
の
策
定
、
百
田
第
二

児
童
ク
ラ
ブ
の
新
築
、
わ
か

く
さ
と
白
根
児
童
ク
ラ
ブ
の

２
カ
所
で
設
計
業
務
、
幹
線

道
路
の
整
備
な
ど
を
本
年
度

の
主
な
施
策
と
し
て
挙
げ
た
。

甲
府
山
梨
線
で
空
洞
補
修

管
理
道
路
を
緊
急
調
査

ー県ー

結
果
、
甲
府
山
梨
線
の
甲
府

市
古
府
中
町
で
空
洞
（
縦
約

１
・
５
ｍ
、
横
約
１
ｍ
、
深

さ
約
０
・
４
ｍ
）を
確
認
し
、

埋
め
戻
し
て
復
旧
を
行
っ

た
。
こ
の
箇
所
は
、
横
断
水

路
の
調
査
と
復
旧
箇
所
の
前

後
の
空
洞
調
査
を
実
施
す

る
。空

洞
の
原
因
と
し
て
、
隣

接
す
る
武
田
神
社
の
笹
堀

（
内
堀
）
の
水
が
浸
透
し
て

土
砂
が
流
出
し
た
影
響
か
、

ま
た
は
横
断
水
路
へ
の
土
砂

流
出
が
考
え
ら
れ
る
と
し
て

い
る
。

そ
の
ほ
か
、
水
路
損
傷
や

雨
水
な
ど
の
表
面
処
理
不
全

と
考
え
ら
れ
る
小
規
模
な
空

洞
を
５
路
線
６
カ
所
で
確
認

し
た
。
確
認
箇
所
は
補
修
や

舗
装
復
旧
を
行
っ
た
。
対
象

箇
所
は
次
の
と
お
り
。

◆
水
路
損
傷
な
ど
に
よ
る

箇
所
＝
甲
府
市
川
三
郷
線
・

歩
道
（
昭
和
町
飯
喰
）、
横

手
日
野
春
停
車
場
線
・
路
肩

（
北
杜
市
武
川
町
三
吹
）、
四

尾
連
湖
公
園
線
・
車
道
（
市

川
三
郷
町
市
川
大
門
）

◆
雨
水
な
ど
の
表
面
処
理

不
全
に
よ
る
箇
所
＝
笛
吹
市

川
三
郷
線
・
路
肩
（
市
川
三

郷
町
中
山
、
市
川
三
郷
町
下

芦
川
）、
栃
代
常
葉
線
・
車

道
（
身
延
町
岩
欠
）

山
梨
県
は
3555
者

建
設
業
許
可
業
者
数

施設の概要
■開業予定の談合坂SICに隣接した約10haのエリア

サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ

南ア市

定
住
や
企
業
立
地
も
条
件
整
う

上野原広域防災交流拠点


